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期納税産資志田は月二十

：窄詣「
日　日　　でり

すで日十二り限昨月本は期納

清
和
三
十
六
年
十
二
月
一
日
発
行
　
　
第
三
六
号

日
H

一
、
第
十
三
回
人
種
通
常
は
つ
い
て

「
、
国
民
年
金
印
紙
に
よ
る
割
引
繭
納
制
度

「
∵
児
童
扶
養
手
当
法
に
つ
い
て

「
　
準
母
子
年
金
の
創
設
は
つ
い
て

一
、
傑
鱒
だ
よ
り

「
：
放
射
能
雨
の
話

「
　
栄
養
の
÷
庫
・
魚
の
目

二
　
年
末
大
売
出
し
は
十
二
月
十
五
日
か
ら

一
：
李
輔
従
業
員
募
集
は
つ
い
て

「

～

鉱

　

声

　

機

具
厳
木
だ
す
け
め
い
運
動

塵
∴
∴
民
。
∴
祭

固

　

定

　

資

　

産

　

現

皇

太

子

誕

生

日

冬

　

　

至

学
校
冬
休
み

御

　

用

　

納

　

め



第
十
三
回
入
海
週
蘭
は
つ
い
て

些
界
人
権
宣
言
採
択
十
三
閏
年
を
迎
え
十
二
月
十
日
の
人
綾
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
一
週
肘
を
第
十
三
回
　
「
人
権
遊
園
」
　
と
し
て
、
各
的
係
機
関
や
団
体
等

の
協
力
の
も
と
に
世
界
人
権
宣
言
の
精
神
を
周
知
徹
底
す
る
よ
う
に
広
く
国
民

に
呼
び
か
け
∴
　
人
権
意
識
の
高
揚
を
ぬ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
左
記

の
描
頭
に
村
民
各
位
の
理
解
と
協
調
を
願
い
ま
す
。

託

「
　
雨
期
∴
∴
問
∴
韻
狛
三
十
六
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
、
ま
で

二
、
脇
謹
講
二
項

0
∴
個
人
の
自
由
の
噂
話

墳
主
主
義
の
生
命
は
偶
人
の
－
自
由
に
あ
る
。
し
か
し
て
個
人
の
自
由
は

す
べ
て
の
佃
の
個
人
の
自
由
と
共
存
し
う
る
限
高
二
化
お
い
て
の
み
存
在
価

値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
標
淫
を
忘
れ
、
自
己
の
確
細
∵
　
自
由
の
享

を
主
－
旅
し
、
他
の
個
人
の
畠
田
を
侵
す
若
が
ま
す
ま
す
相
加
し
て
い
る
現

状
に
め
る
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
　
〓
吏
勘
案
嵐
に
立
っ
て
、
過
去
を
ふ
り
か

え
り
反
省
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
入
植
の
積
立
は
ま
ず
個
人
の
自
由
の

言
草
諒
に
め
る
こ
と
を
白
光
し
、
も
っ
て
人
格
侵
犯
掠
件
の
防
止
と
擁
諒
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

ロ
　
名
誉
の
尊
重

何
人
を
問
わ
ず
個
人
の
名
誉
は
華
諒
さ
れ
ね
占
ほ
な
ら
基
い
。
名
誉
の
母

薫
は
人
と
し
て
の
廟
∵
信
の
高
∴
厘
に
高
∵
米
す
る
も
の
で
、
？
リ
、
幽
人
の
車
重

は
民
主
、
主
義
忠
恕
の
根
底
を
な
す
も
の
で
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が

的
ほ
お
与
′
C
個
人
の
名
誉
尊
重
の
程
度
は
未
だ
低
調
で
あ
る
こ
い
穆
ね
ば

な
ら
な
い
。
最
近
は
こ
と
に
垂
季
な
う
わ
さ
ー
話
、
誤
っ
た
寂
光
は
去
っ
て

個
人
の
名
ハ
〕
及
び
膚
用
へ
か
鰻
冨
さ
拘
る
．
場
合
が
∴
÷
わ
め
て
多
い
へ
〕

わ
れ
わ
れ
は
謹
も
が
自
己
の
も
つ
人
稔
的
価
億
を
完
全
に
発
揮
す
る
羅

刹

社

有

し

て

い

る

こ

と

を

認

め

、

そ

の

櫓

利

を

侵

す

こ

と

の

な

い

よ

う

個

人
の
＝
名
誉
に
つ
い
て
は
最
大
の
生
玉
二
千
弘
崎
、
人
様
の
（
牒
立
）
÷
勘
ら
亮
は

な
ら
な
い
。

三
．
概
∴
∴
∴
語

◎

　

護

れ

人

権

侵

す

な

自

由



集　村

出　田

作

男　十

㊦
　
認
め
な
二
つ
人
語
、

、
　
ノ
ナ
ノ
、
主
　
点
ツ
喜
∵
一

匹
　
特
設
大
藩
福
詰
所
繭
設

住
み
：
よ
　
い
社
会

合
い

五
、
謙
∴
壷
　
会

日
時
　
十
二
月
七
日

年
別
十
藍
∵
～
十
二
噂

場
所
　
遠
堂
都
岡
重
刑
公
民
飾

講
飾
　
小
倉
人
権
政
談
委
員
協
議
会
長
　
尾
　
山
　
正
　
餐

櫓
同
法
鋸
屑
小
倉
支
局
寅
　
吉
　
瀬
　
　
端

流

　

通

　

　

朱

　

　

走
遠
費
村
人
確
擬
，
－
撃
委
員

”
∴
一
向

国
民
年
金
印
緑
に
よ
る

割
引
前
納
制
度
が
出
来
ま
し
た

十
二
月
は
ボ
ー
ナ
ス
供
米
代
金
の
入
る
月
で
す
：
て
の
一
都
を
国
民
年
金
探

険
料
納
付
へ
廻
し
、
結
納
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

回
国
回
田
回
困
惑

☆
　
椋
験
料
朝
輸
方
法
は
言
∵
∴
印
組
画
商
1
．
」
鴻
釆
諏
柄
の
二
つ
一
が
あ
り
で
す
C

☆
∴
新
し
く
出
来
た
和
独
に
十
…
調
印
別
納
は
通
帝
の
掠
欧
料
の
給
付
方
法
と

同
じ
で
す
　
′

2



☆
　
印
線
描
潮
も
所
得
税
姪
給
の
特
典
を
受
け
ま
す
〇

五
　
印
瓶
の
稲
雑
は
十
円
、
百
円
、
百
五
給
田
、
二
百
円
で
す
。

有
利
性
、
便
利
挫

☆
　
印
紙
に
よ
る
割
引
前
納
を
利
用
し
ま
す
と
、
毎
月
、
毎
月
、
後
場
で
検
認

し
て
も
ら
う
手
数
が
省
け
ま
す
。

☆
　
現
金
前
納
と
同
様
、
細
別
が
あ
り
、
非
常
は
有
刺
で
す
。

☆
∴
紡
親
し
だ
人
が
、
そ
の
糊
蘭
巾
は
他
の
厚
生
年
金
な
ど
ほ
、
移
ら
れ
た
場

合
等
は
、
残
り
の
期
間
分
の
抹
給
料
鵬
利
息
を
つ
け
て
捻
付
し
ま
す
の
で
納

め
畠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
即
拙
∵
に
よ
る
前
納
保
険
料
禰
）

（
注
）
　
三
十
－
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
の
万
は
、
右
の
裳
の
減
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く

わ
し
く
は
、
役
賜
で
お
雌
き
下
さ
い
。

韓
さ
ん
の
強
い
衰
望
ほ
よ
り
、
新
し
く
前
納
　
（
割
引
）
　
印
塊
が
揖
業
主
し
た

、
話
月
、
種
月
徴
収
し
て
も
ら
う
手
叛
を
省
き
し
か
も
、
割
引
が
出
来
る
一
石

二
鳥
の
即
鵜
に
ょ
る
剖
引
綱
綱
を
相
席
し
、
国
民
軍
金
を
み
ん
な
の
力
で
育
て

ま

し

ょ

う

o施
－
室
・
読
。
主
」
当
室
に
つ
い
て

．
光
波
の
臨
席
葦
会
に
放
て
、
母
子
案
」
塵
等
が
澄
か
れ
て
い
る
経
済
旧
、

社

会

的

状

況

に

か

ん

が

み

父

と

生

活

を

呉

に

し

て

い

る

見

地

を

監

護

L

L
一
て
　
い
ー
○
母
等
に
対
し
て
、
児
童
摸
∵
苓
手
当
を
支
給
し
児
童
の
福
祉
の

増

進

を

図

る

法

案

が

近

湖

決

定

い

た

し

ま

し

た

o

ユ
　
支
給
妻
件

的
∴
　
文
机
∵
卑
語
裾
オ
ー
癌
締
し
た
否

㊥
∴
父
と
生
・
亨
で
共
に
す
る
児
詰

㈲
叫
父
が
死
亡
し
た
児
輩



木　水　火 ⑨
　
父
が
魔
湊
で
あ
る
児
董

上
記
い
ず
れ
ー
加
の
児
童
で
あ
っ
て
、
義
務
教
曹
終
了
前
の
者
を
母
が
隊
諒
し

て
い
る
揚
合
、
及
び
凪
が
な
い
た
め
、
そ
の
他
の
者
が
養
育
し
て
い
る
場
合
に

支
給
す
る
。

帥
∴
受
給
欝
儒
者
又
は
、
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
崎
は
支
給
し
な

い
。
（
従
っ
て
、
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
な
い
生
別
母
子
寮
底
等
が

董
な
対
象
と
な
る
）
。

拘
∴
面
芸
丁
に
お
い
て
、
十
三
雷
（
見
境
二
人
に
つ
一
き
三
粗
目
加
計
）
を
こ

与

る

所

得

生

存

し

た

庇

は

文

論

L

生

い

〇

日
∴
地
、
又
は
そ
の
他
り
文
論
清
福
者
の
操
短
薯
等
雪
か
駒
年
に
お
い
て
、

樹
進
駐
常
に
し
て
ー
ー
苧
－
塩
山
∴
憧
互
い
上
の
加
住
が
め
っ
た
時
は
文
語
し

な
い
。

之
∴
毛
・
　
当
∴
高

見

珪

一

人

の

－

場

合

…

〇

月

　

　

八

日

目

二
人
り
場
合
！
‥
＝
月
二
十
二
早
口

三
人
以
上
の
高
∴
甘
。
‥
月
二
十
二
日
目
は
二
「
八
雲
き
二
百
円
を
加
耕
し
た
観

療
　
上
記
は
該
当
す
る
と
曽
わ
れ
る
方
掃
、
一
月
末
日
ま
で
は
役
場
年
金
係
に
・
－

申
出
て
下
さ
い
。
（
ィ
ン
カ
ン
持
参
の
葦
）

享
瑳
子
年
金
の
対
談
に
つ
い
て

父
増
に
死
別
し
た
義
務
教
育
終
了
前
の
譲
又
は
、
弟
妹
と
生
計
を
同
じ
く
し

て

い

る

つ

ぼ

儒

者

の

い

な

い

女

子

寮

ど

や

場

合

は

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

者

の

生

計
を
維
清
し
て
い
た
若
が
死
亡
し
た
湾
合
に
そ
の
女
子
ほ
支
給
、
す
る
C

土
語
に
該
当
す
る
と
望
わ
れ
る
方
は
、
役
場
年
金
係
の
所
へ
申
出
て
下
さ
い
。

深

　

　

漕

　

ぎ

　

よ

　

り

◎
　
蓬
路
標
響
所
診
蒼
甲
斐
頚
の
壷
二
剰
ら
せ

壷
賀
保
漣
所
で
「
。
左
記
の
通
り
冬
空
根
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
矧
ら
せ
し

ま
す
o

記
精
核
検
診

雄
嬬
検
診

乳

児

検

診

及

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

九

時

～

十

一

時

一
昭
∵
ぐ
　
三
時

一
時
～
　
三
時



金
　
結
棲
検
診

土

ッ
ベ
　
ル
ク
リ
　
ン
判
定

D

 

C

 

q

九

繕

～

十

一

晴

れ

畦

～

十

一

時

⑮
　
三
オ
尤
一
斉
綴
診
実
施

児
童
高
庇
法
の
議
定
は
も
と
づ
き
三
オ
児
の
娃
最
診
盃
を
行
∴
い
幼
児
廟
の
憲

も
重
安
な
詳
期
で
あ
っ
三
才
児
の
発
育
状
態
、
栄
養
良
否
疾
病
の
有
蕪
な
ど

だ
け
で
な
く
歯
科
鎚
診
、
講
和
充
蓬
の
状
悪
な
ら
び
に
い
ろ
い
ろ
の
哲
へ
を

の
相
談
指
頭
あ
は
ぜ
て
椴
潅
木
日
田
、
樟
神
薄
弱
、
視
力
及
び
聴
力
障
害
な

ど
客
観
の
心
身
陣
晋
児
の
早
期
発
見
の
た
め
に
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

志
す
の
で
諒
当
児
全
軍
の
更
級
を
缶
す
ゝ
め
し
ふ
．
こ
す
。

記

対
照
者
　
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
一
日
－
か
ら
溜
細
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
迄

の
出
生
兄

日
清
及
－

早
計
∵
十
一
月
十
四
日
生
后
二
言
噂
；
二
一
情

放
　
射
∴
繕
　
雨
　
の
∴
謡

役
操
二
階

ざ

る

十

一

月

立

願

朝

、

“

他

同

地

方

に

論

っ

た

南

の

博

に

、

六

十

万

カ

ウ

ン

ト

の
放
射
能
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
金
弓
的
な
話
燵
と
な
「
り
∴
ま
し
た
o

今
‥
霊
で
の
記
諒
で
は
ー
雄
和
三
十
三
年
相
月
の
三
十
五
号
カ
ウ
ン
ト
が
最
青

で
㌧
÷
荷
が
、
∴
そ
の
二
倍
近
い
′
誓
学
を
示
し
た
わ
け
で
す
。
こ
と
に
裾
同
地
方
は

シ

ペ

リ

エ

カ

ー

凪

か

ら

ロ

ボ

に

同

け

て

吹

く

、

い

わ

ゆ

る

ジ

ェ

ッ

ト

ー

ご

用

は

乗

っ

て
苑
の
灰
が
上
空
に
菜
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
と
に
五
十
メ
ガ
ト
ン
徴
の

貴

需

が

一

也

間

組

に

キ

ャ

ッ

チ

事

「

寝

て

　

い

ま

し

た

の

で

、

一

応

予

想

さ

れ

た

こ

と
で
ー
つ
。
こ
れ
か
ら
冬
に
血
つ
て
、
ま
た
強
い
放
射
範
高
が
降
る
こ
と
も
考
え

ら

れ

ま

す

の

で

、

甲

ほ

は

ノ

イ

ロ

ー

ゼ

に

な

っ

て

い

る

方

も

あ

る

こ

と

で

し

ょ

ネ
ノ
o

璃
間
l
小
の
ノ
思
見
て
は
　
「
一
周
÷
ヤ
二
重
な
ら
た
い
し
た
こ
と
は
、
な
い
が
、
浸
け

て
碕
二
㌢
と
闇
∵
週
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
放
射
能
が
人
体
に
弓
え
ら
影
薄
に
つ

い
て
に
）
∴
エ
ペ
と
小
間
∵
な
点
が
宅
∵
い
の
で
丁
が
、
お
お
よ
そ
涼
の
よ
う
な
こ
と
が

三
二
〕
宮
て
　
い
宅
士
∴

1
・
少
々
の
ー
隼
な
ら
そ
う
心
証
言
こ
こ
と
は
な
∴
∴
　
雨
に
撮
れ
て
も
、
ナ
ノ
＼
十

ケ
「
、
ハ
ノ
ノ
、
白
皿
縞
を
遺
す
こ
と
は
な
い
。



2
∴
雨
の
巾
に
各
室
れ
て
い
る
放
射
能
は
、
降
り
給
わ
の
方
が
多
い
。

5
∴
欽
網
水
玉
、
弾
薬
、
ま
た
は
牛
乳
な
ど
に
頬
杖
さ
れ
て
、
人
体
に
一
緒
に

入
る
」
J
と
が
小
南
さ
れ
る
水
道
の
水
は
心
清
を
い
が
、
非
戸
水
は
滝
調
し
、

野
栄
は
水
道
の
水
で
よ
く
洗
っ
た
方
が
よ
い
。

一
総
務
部
広
報
室
）

栄

養

の

宝

庫

・

魚

の

目

魚
住
は
無
意
畠
と
呼
ば
れ
る
す
ぐ
れ
ね
を
亀
頭
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
体
に
必
蔓
な
各
軍
ア
ミ
ノ
酸
を
多
厳
に
含
ん
で
お
り
、
腫
物
隆
蛋
白
と

は
比
螺
に
な
ら
だ
い
薫
と
霊
秀
で
す
が
、
一
課
ほ
は
魚
は
困
り
部
分
だ
け
し
ー
か

相
相
さ
れ
て
い
た
∴
い
売
主
∵
て
十
㌦

と
こ
ろ
率
魚
の
目
に
質
ピ
タ
、
、
、
ン
　
「
B
「
こ
と
「
B
2
」
と
毛
穴
へ
ん
孝
雄
は
含

ん
で
い
る
の
で
、
調
の
日
は
晋
か
ら
管
凍
さ
れ
て
お
り
、
胴
は
限
ら
ず
大
滝
の
魚

の
目
に
は
、
ビ
・
ク
ー
ミ
ン
薫
が
含
烹
れ
て
い
て
萎
味
し
い
も
の
で
す
。

と

く

に

ビ

タ

ミ

ン

の

多

い

の

は

ス

ケ

ソ

ウ

ラ

で

す

が

、

イ

ワ

シ

、

サ

ン

マ

等

に
も
相
当
青
ま
れ
て
い
1
一
章
へ
す
。

ま
た
、
肝
膏
は
ビ
タ
ミ
ン
　
「
A
・
D
L
の
宝
席
で
す
か
ら
捨
て
ず
に
利
用
す

る
よ
う
に
心
．
か
け
ま
し
ょ
う
o

目
次
「
魚
の
目
」
と
育
っ
て
皮
や
〝
i
、
榔
÷
い
す
が
「
気
の
麿
」
を
な
べ
て
出
る

こ
と
は
、
の
り
一
一
二
せ
ん
∪

年
末
大
売
出
し
妖
十
二
月
十
五
日
か
ら

秋

Q

と

り

入

れ

も

終

り

百

一

日

と

乱

も

押

し

迫

り

何

か

と

御

多

忙

の

こ

と

ゝ

J
I
∴
い
ま
す
。

村
商
工
会
も
高
層
連
盟
を
絡
威
し
て
例
年
の
蝿
り
大
元
出
工
の
箪
臓
を
す
ゝ
め

て

い

で

す

。

何

牽

牛

奉

告

と

い

も

の

は

村

の

前

工

会

を

弱

増

し

て

噴

く

よ

う

素

。
問
い
い
た
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
暫
　
及
　
会
　
）



季
証
∴
徒
＼
楽
員
募
集
ほ
　
つ
　
い
　
て

仝
誓
八
・
毒
蛾
霊
室
所
か
ら
○
必
カ
に
ょ
り
左
記
の
油
。
従
業
〇
月
を
∴
芋
窪
し

て
い
点
す
の
で
、
希
望
者
点
十
二
月
十
二
日
す
で
に
菜
′
民
生
涼
子
で
庫
し
込

ん
で
下
二
〇
の
∴

仝
∵
江
∴
㌶

′
ノ
黒
人
貰

t
i
沃
∴
∴
∴
∴
重

掌
∵
∴
虚

‘

月

吏

Y

I

緑
葉
清
福

高
子
訪
同
僚

八
高
畠
高
倉
町
∴
喜
高
丁
竜
蒜
㌫
芸
烹

二
三
∪
高

一

レ

∵

一

　

　

　

「

　

工

日

詰

丁

不
膚

－
～
ノ
　
！
∵
兄
上
オ

ー
－
ヶ
∴
月
間
記
し
語
書
芸
↓
ぼ
竺
黒
帯
に
す
る
）

二
言
　
∴
琵
　
日
華
㌍
謹
告

完
工
需
＿
∴
高
∵
予
冷
鞠
一
「
二
〇
〇
〇
「
仁

㌻
三
㌢
∴
∴
湾
支
給
冨
二
日
一
六
一
〇
昌

厚
生
「
蘭
二
質
∵
て

享
保
主
夫
霊
保
証
∴
所
定
保
持
－
常
幸
、
そ
の
高
三
告
∵
雪
点
景
民
主
言
二
言
言

へ
メ
・
誉
　
高
言


